
カトリック大名町教会ニュース

◇キリスト教講座第Ⅰ期開催中。
　・水曜コース：９月４日　19:00 から
　・金曜コース：９月６日　10:00 から
＊どなたでも、ご参加をお待ちします。

＊ 8月中は、夏休みといたします。

 杉原 寛信　神父
 毎週木曜日
  10:00 キリスト教入門
  14:00 聖書の分ち合い
　19:00 キリスト教入門

勉
強
会

ゆるしの秘蹟：８月 10 日（土）・9月７日（土）・21 日（土）　10 時から 小聖堂／日曜日 8 時 45 分

福岡教区年間テーマ：信じる喜びから 伝える喜びへ

大名町教会年間テーマ：全ての人に対してキリストの光でありなさい！
Be the light of Christ to everyone.

　

「
喜
び
な
さ
い
。
大
い
に
喜
び
な
さ
い
」
聖
性

へ
の
招
き
。

　

聖
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は･･･

。

　

貧
し
さ
を
心
に
も
ち
、
謙
虚
に
柔
和
に
応
じ
、

人
と
と
も
に
涙
を
流
し
、
飢
え
と
渇
き
を
も
っ

て
正
義
を
求
め
、
思
い
や
り
の
心
で
目
を
向
け
行

動
し
、
愛
を
曇
ら
せ
る
も
の
の
い
っ
さ
い
な
い
真

っ
新
な
心
を
も
ち
、
周
囲
に
平
和
を
種
蒔
き
、
苦

し
く
な
っ
て
も
福
音
の
道
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で

す
。

　

こ
れ
ら
真
福
八
端
を
行
動
に
移
す
こ
と
に
よ

り
、
自
己
中
心
、
安
穏
、
虚
栄
と
い
う
弱
さ
か
ら

自
由
に
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
貧
し
い
人
、
苦
し
む
人
の
中
に
お

ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
に
気
づ
こ
う
と
し
て
い
る
で
し

ょ
う
か
？　

他
者
に
対
し
て
何
を
な
し
た
か
を
大

切
に
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？　

･･･

生
き
生
き

と
し
た
意
欲
を
も
っ
て
、
神
か
ら
受
け
た
た
ま
も

の
を
献
身
的
に
兄
弟
姉
妹
に
表
わ
す
時
、
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
私
た
ち
は
神
を
喜
ば
せ
る
の
で
す
。

　

自
分
の
祈
り
を
識
別
し
ま
し
ょ
う
。
い
つ
く
し

み
の
光
の
も
と
、
自
分
の
生
活
が
ど
れ
ほ
ど
変
え

ら
れ
て
い
る
か
を
見
つ
め
ま
し
ょ
う
。
神
へ
の
最

良
の
行
動
と
は
、
他
者
に
対
す
る
い
つ
く
し
み
の

わ
ざ
で
す
か
ら
、
自
分
の
こ
と
ば
か
り
に
か
ま
け

て
い
て
は
、
他
者
の
た
め
に
使
う
時
間
が
な
く
な

っ
て
し
ま
い
、
私
た
ち
を
快
楽
的
消
費
主
義
に
貶

め
ま
す
。

　

真
福
八
端
と
は
他
者
の
た
め
に
何
を
し
た
か
、

こ
れ
が
聖
な
る
者
の
識
別
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教

は
そ
の
実
践
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　

大
名
町
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会　

　
　
　
　
　

主
任
司
祭　
　

杉
原　

寛
信　

神
父

「
喜
び
に
喜
べ
③
」

８

　

７
月
７
日
（
日
）、
大
名
町
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
日
本
語
ミ
サ
の
子
ど
も
達
６
人
が
初
聖
体
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
励
ま
し
て
下
さ
い
。

日本カトリック
平和旬間

８月６日 (火）～ 15 日（木）

8月 12 日（祝）13 時から

≪平和を祈る集い≫

７月７日（日）に初聖体を受けた６人の子ども達とご家族。

【８月の予定】
７日（水）～ 8日（木）：福岡教区
召命キャンプ（福岡カトリック神学院）

６日 (火）～ 15 日（木）：日本カト
リック平和旬間
12日 (月）：福岡地区平和を祈る集い

・ヨセフ髙見三明大司教の講演とミサ

15 日 ( 木）：聖母の被昇天
・和田墓地ミサ　14 時

27 日 ( 火）：聖モニカ　

・福岡地区女性の会モニカ祭 10 時

【９月の予定】
８日（日）：長寿の祝い

結婚講座
９月７日（土）

～
10 月 5 日（土）
18 時半～ 21 時
毎土曜全 5回
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                    　　　カトリック大名町教会ニュース  

【
洗
礼
】

７
月
７
日

　

マ
リ
ア　
　
　
　

武
田
ミ
ヨ
子

７
月
27
日

　

テ
レ
ジ
ア　
　
　

水
浦　

歩
実

　

フ
ラ
ン
シ
ス
コ　

村
上　

励

【
転
入
】　
　

（
…
教
会
か
ら
）

　

ヨ
ハ
ネ　
　
　
　

前
川　

直

　
　
　
　
　
　

（
長
崎
・
紐
差
教
会
）

【
転
出
】　
　

（
…
教
会
へ
）

　

ヨ
ハ
ネ　

 　
　

 

井
手　

誠
二

　
　
　
　
　
　
　
　

（
古
賀
教
会
）

　

ヨ
ハ
ネ 

ボ
ス
コ　

坂
井　

正
祐　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
楠
教
会
）

【
結
婚
】　

７
月
13
日

　
　
　
　
　
　

  

前
田　

忠
宏

  

マ
リ
ア 

ロ
ー
ザ  

前
田
（
吉
田
） 

恭
子

７
月
28
日

　

使
徒
ヨ
ハ
ネ　

井
手　

宏
二

　
　
　
　

   　

井
手
（
渡
部
）
祐
子

【
帰
天
】

７
月
19
日

　

洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ　

友
納　

素
臣

７
月
27
日

　

マ
リ
ア　
　
　
　

壽　

 

エ
イ

大
名
町
教
会
７
月
の
現
勢

小
さ
き
花
の
会

《
聖
書
通
読
会
》

・
９
月
15
日
（
日
）
９:

30
ミ
サ
後

通
読
個
所:  

出
エ
ジ
プ
ト
記
17
章

場　

所: 

１
階
講
堂
奥

＊
８
月
の
聖
書
通
読
会
は
お
休
み
。

《
ロ
ザ
リ
オ
先
唱
・
奉
納
奉
仕
者
》

・

第

２

週

目
・

第

３

週

目

の

ロ

　

ザ

リ

オ

先

唱
、

奉

納

な

ど

の

　

奉
仕
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
ご
奉
仕
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を

　

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
30
日
（
日
）

10
数
名
が
参
加
し
、

「
侍
者
会
」
が
行
わ

れ
た
。

　

ミ
サ
後
の
掃
除

奉
仕
と
簡
単
な
昼

食
。
そ
し
て
13
時

か
ら
の
話
し
合
い

で
１
学
期
の
侍
者

奉
仕
の
振
り
返
り

を
行
な
っ
た
。「
信
徒
の
皆
さ
ん
も
見
学
に

き
て
く
だ
さ
い
」
と
の
呼
び
か
け
に
応
え

て
、
教
会
委
員
長
や
侍
者
の
保
護
者
、
か

つ
て
侍
者
奉
仕
を
し
て
い
た
青
年
会
の
お

姉
さ
ん
た
ち
が
来
て
く
だ
さ
っ
た
。
見
守

っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
司
会
の
進
め
方
か
ら
、
侍

者
全
体
を
よ
く
見
回
し
、
心
配
り
が
行
き

届
い
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
た
。
頼
も

し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
こ
ん
な
振
り
返
り
の
言
葉
が
。

　

「
最
初
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
が
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
安
心
し
て
ミ
サ
に
与
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

主
任
司
祭
か
ら
は
、
信
徒
の
声
も
含
め

て
次
の
言
葉
が
。

　

「
ミ
サ
前
、
香
部
屋
で
侍
者
服
に
着
替
え

て
い
る
時
に
騒
が
し
さ
と
共
に
あ
る
子
ど

も
た
ち
。
し
か
し
ミ
サ
が
始
ま
る
前
の
整

列
の
瞬
間
、
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
静
け
さ
に

入
る
そ
の
切
り
替
え
の
す
ば
ら
し
さ
」。

　

さ
ら
に
主
任
司
祭
か
ら
、
よ
り
よ
い
侍

者
奉
仕
の
た
め
の
細
か
い
確
認
と
改
善
す

べ
き
点
が
話
さ
れ
、
体
の
姿
勢
と
心
の
集

中
が
一
体
と
な
っ
た
侍
者
奉
仕
を
目
指
す

よ
う
促
さ
れ
た
。

　

教
会
委
員
長
、
保
護
者
か
ら
の
感
謝
と

侍
者
会

　

今
期
よ
り
、
１
階
の
受
付
で
「
受
付
係
」
と

し
て
数
名
の
方
が
、
活
躍
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
、
マ
リ
ア
・
カ
タ

リ
ナ
松
本
恵
理
子
さ
ん
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

ご
主
人
と
何
度
も
訪
れ
た
イ

タ
リ
ア
で
、
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
の
御
ミ
サ

に
与
っ
た
こ
と
、
看
護
師
と
し
て
日
野
原
先
生

の
も
と
、
ホ
ス
ピ
ス
で
働
い
た
こ
と
な
ど
、
色
々

な
導
き
が
あ
り
、
２
年
前
に
受
洗
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
受
付
係
の
お
役
目
も
、
教
会
の
た
め
に
、

と
い
う
よ
り
も
ご
自
分
の
喜
び
と
し
て
楽
し
ん

で
い
る
、
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

大
名
町
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

お 

も 

て 

な 

し

中にお入りください。日曜日のミサ後は、あ
そこそこで「ロビー外交」。コーヒーサービス
もございます。どうぞお立ち寄りください。

福
岡
教
区
福
岡
地
区
女
性
の
会

　

１
９
８
２
年
、
当
時
の
教
区
長
平
田
三

郎
司
教
様
に
よ
っ
て
、
福
岡
教
区
の
中
の

一
つ
の
信
徒
使
徒
職
団
体
と
し
て
認
可
を

受
け
て
か
ら
37
年
。
福
岡
地
区
の
小
教
区

を
越
え
た
婦
人
の
集
い
と
し
て
は
、
す
で

に
45
年
を
数
え
る
「
カ
ト
リ
ッ
ク
女
性
の

会
」。
保
護
の
聖
人
と
し
て
い
た
だ
く
「
聖

モ
ニ
カ
」
の
祝
日
を
、
特
別
に
感
謝
の
ミ

サ
を
捧
げ
る
日
と
し
、
同
時
に
年
間
に
亡

く
な
ら
れ
た
兄
弟
姉
妹
、
お
世
話
に
な
っ

た
友
人
知
人
、
共
に
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

司
祭
方
、
修
道
者
を
追
悼
す
る
一
日
と
し

て
い
る
。

　

今
年
も
、
８
月
27
日
（
火
）
10
時
か
ら

カ
テ
ド
ラ
ル
大
名
町
教
会
で
、
こ
の
日
を

祈
念
し
ミ
サ
と
追
悼
を
行
い
ま
す
。
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

励
ま
し
の
言
葉
。
青
年
会
の
お
姉
さ
ん
た

ち
か
ら
の
、
経
験
を
通
し
て
の
よ
り
よ
い

侍
者
奉
仕
の
た
め
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス･･･

等
な
ど
、
豊
か
な
も
の
を
い
た
だ

い
た
。

　

神
様
へ
の
感
謝
と
、
人
々
に
元
気
を
も

た
ら
す
侍
者
奉
仕
が
深
ま
り
ま
す
よ
う
に
。

８
月
15
日
（
木
）

聖
母
の
被
昇
天
ミ
サ:

10
時
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カトリック大名町教会ニュース

若
者
の
た
め
の

催
し
案
内

Ｆ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
16

日　

時:

８
月
11
日(

日
）

　
　
　
　

  

～
12
日
（
月
）

場　

所:

北
山
少
年
自
然
の
家

対　

象:

中
学
１
年
～

　
　
　
　

高
校
３
年

参
加
費:

２
０
０
０
円

主　

催:

福
岡
地
区
青
年

＊
今
年
は
、
神
様
が
お
創
り
く
だ

　

さ
っ
た
自
然
の
中
で
祈
り
神
様

　

に
出
会
い
ま
し
ょ
う
。

　

九
州
青
年
キ
ャ
ン
プ

日 

時:

８
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　

 

～
25
日
（
日
）

場 

所:

伊
佐
ノ
浦
公
園

　
　
　

（
長
崎
市
西
海
町
中
浦
南
郷
）

対 

象:

18
歳
以
上
の
青
年

　
　
　
　
　

（
高
校
生
不
可
）

参
加
費:

３
０
０
０
円

主  

催:

九
州
青
年
キ
ャ
ン
プ
実

　
　
　
　
　

行
委
員
会

＊
参
加
希
望
者
は
、
申
し
込
み
が

　

必
要
で
す
か
ら
教
会
窓
口
に
お

　

尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
Ｆ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
・
九
州
青
年
キ
ャ
ン

プ
、
ど
ち
ら
も
お
問
合
せ
は
荒
牧

結
花
さ
ん
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

６人の子どもたちが初聖体のよろこび！　おめでとう！

カタリナ
目良 寿乃

＊６人の子ども達が、ゆるしの秘跡と初聖体の秘跡のお恵
　みを頂きました。ゆるしの秘跡は子ども達にとって、と
　ても勇気がいることでしたが、真剣に自分の心を見つめ、
　受けることができました。前日に足に怪我をして、車椅
　子での参加になった子どもさんも、皆と一緒　に受ける
　ことができ、とても嬉しかったです。
　子ども達は、神様とイエス様が大好きになって「教会に
　毎週来ます」と言い、頼もしい６人です。
＊教会のみな様にお祈りを通して支えていただきました。
　お祝いのカードもたくさんいただいた子ども達が、一言
　ずつ気持ちを教えてくれましたのでご紹介します。

エリザベト
川口 そら

ミカエル
藤原 海史

マリア
藤原 奈琉歌

テレサ
上田 美咲

ご
せ
い
た
い
を
い
た
だ
い
て
う
れ
し
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。

き
ん
ち
ょ
う
し
な
い
で
、
が
ん
ば
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

は
じ
め
て
、
ご
せ
い
た
い
を
た
べ
れ
て
う
れ
し

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ミ
サ
を
だ
い
じ
に
し

て
い
き
ま
す
。

ラファエル
北島  響

き
ん
ち
ょ
う
し
た
け
ど
、
初
め
て
ご
聖
体
の
イ

エ
ス
様
が
来
て
く
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。

　日曜日ごとの教会学校で、神さまのこと、
イエスさまのこと、お祈りのこと、そして神
さまはとっても優しい方だということも知り
ました。わたしたちも優しい人になります。

イ
エ
ス
様
が
、
心
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
う
れ
し

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
イ
エ
ス
様
が
う
れ
し
く

な
る
心
で
お
む
か
え
し
た
い
で
す
。

ご
聖
体
を
も
ら
っ
て
、
少
し
ど
き
ど
き
し
て
い

ま
す
。
イ
エ
ス
様
が
来
て
下
さ
っ
て
と
て
も
う

れ
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　7 月 7 日 ( 日）に、初聖体を受けた 6人の子ども達。
ご両親にもらった灯をしっかりと持って立つ姿が、イエス
様を待つ賢いはなよめたちのように美しかった。
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                    　　　カトリック大名町教会ニュース  
　
　
　
　
　
　
　

７
月
14
日
委
員
会

報
告
事
項

１　

信
徒
総
会
の
振
り
返
り
に
つ
い
て

①　

継
続
的
な
会
計
監
査
人
の
選
出
に
つ

　

い
て
来
年
よ
り
対
応
す
る
。

②　

各
部
会
の
予
算　

内
容
が
不
明
瞭
と

　

の
信
徒
の
声
有
り
。

　

次
回
よ
り
す
べ
て
の
部
会
が
申
請
書
を

　

提
出
し
、
会
計
報
告
会
の
資
料
と
す
る
。

③　

教
会
修
繕
費
が
大
き
な
割
合
を
占
め

　

る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
会
の
予
算
に
つ

　

い
て
も
、
懸
命
に
対
処
し
て
い
く
。

２　

献
金
投
入
箱
の
運
用
方
法
に
つ
い
て

①　

不
具
合
あ
り
、
修
繕
の
上
、
後
日
開

　

始
日
を
案
内
す
る
。

３　

来
年
度
の
教
区
へ
の
予
算
要
求
に
つ

　

い
て

①　

本
年
10
月
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
あ

　

る
。

　

来
年
度
の
工
事
に
つ
い
て
は
営
繕
部
に

　

て
検
討
。

４　

コ
ピ
ー
機
再
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

①　

契
約
期
限
は
７
月
11
日
、
特
に
不
具

　

合
が
生
じ
て
い
な
い
た
め
、
１
年
間
の

　

再
リ
ー
ス
契
約
を
結
ぶ
。

５　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
部
品
交
換
に
つ
い
て

①　

停
電
時
の
自
動
着
床
装
置
用
の
、
バ

　

ッ
テ
リ
ー
を
交
換
す
る
。

６　

教
会
規
約
の
改
正
に
つ
い
て

①　

各
委
員
に
改
正
案
を
配
布
。
今
後
見

　

直
し
検
討
の
上
、
来
年
信
徒
総
会
に
て

　

検
討
す
る
。
同
時
に
職
員
の
就
業
規
則

　

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

７　

初
聖
体
式
の
振
り
返
り

①　

喜
び
と
感　

謝
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

８　

納
涼
会
に
つ
い
て

①　

９
月
15
日(

日)

、　

英
語
ミ
サ
の
信

　

徒
の
皆
さ
ん
と
合
同
で
開
催
予
定
。

　

多
く
の
方
の
協
力
と
参
加
を
お
願
い
す

　

る
。

９　

駐
車
場
に
つ
い
て

①　

委
員
全
員
に
資
料
に
基
づ
き
、
次
回

　

会
議
に
お
い
て
検
討
。

10　

聖
歌
集
の
管
理
に
つ
い
て

①　

共
用
の
棚
に
保
管
し
て
い
る
個
人
の

　

聖
歌
集
の
紛
失
事
例
あ
り
。
自
己
責
任

　

の
も
と
管
理
し
、
同
時
に
他
人
の
物
を

　

間
違
っ
て
使
用
し
な
い
よ
う
注
意
喚
起

11　

英
語
ミ
サ
グ
ル
ー
プ
の
荷
物
に
つ
い

　

て　
①
信
徒
会
館
の
押
入
れ
を
整
理
し
、
保
管

　

場
所
と
す
る
。

12　

神
学
院
養
成
基
金
に
つ
い
て

①　

神
学
院
か
ら
の
礼
状
を
、
１
階
ロ
ビ

　

ー
に
掲
示
。
今
後
も
、
現
在
の
募
金
箱

　

に
て
実
施
を
す
る
。

【
各
部
会
か
ら
の
報
告
】

１　

青
年
会

①　

６
月
24
日
に
典
礼
研
修
会
を
、
７
月

　

13
日
に
歓
迎
会
を
開
催
し
た
。

２　

女
性
の
会

①　

８
月
27
日(

火)

10
時
～
12
時
、
モ
ニ

　

カ
祭
を
開
催
。

３　

福
島
家
族
支
援
実
行
委
員
会
よ
り

①　

８
月
２
日
か
ら
３
泊
４
日
の
日
程
で
、

　

博
多
に
き
ん
し
ゃ
い
を
開
催
。

４　

信
徒
使
徒
職
協
議
会

①　

信
徒
協
会
計
へ
大
名
町
信
徒
の
皆
様

　

の
維
持
費
よ
り
下
記
の
金
額
を
振
込
み

・
教
区
信
徒
協　

大
名
町
信
徒
数

　

２
０
９
１
×
一
人
10
円
＝
２
０
、９
１
０
円

・
地
区
信
徒
協　

教 

会 

委 

員 

会

　

２
０
９
１
×
一
人
40
円
＝
８
３
、６
４
０
円

②　

大
切
な
皆
様
の
維
持
費
を
活
動
費
と

　

し
て
使
用
す
る
に
当
た
り
活
動
内
容
を

　

報
告

　

各
種
教
区
行
事
へ
の
奉
仕
、
神
学
院
祭
、

正
義
と
平
和
の
講
演
、
研
修
会
な
ど
の
参

加
。

♪
キ
リ
ス
ト
は
ぶ
ど
う
の
木
、

わ
た
し
は
そ
の
枝
の
一
つ
♪　

　

覚
え
た
り
、
忘
れ
た
り
、
過
去
を
振
り

返
っ
た
り
、
夢
を
見
た
り
す
る
の
は
人
生

の
一
コ
マ
、
今
こ
の
時
か
も
し
れ
な
い
。

あ
る
日
の
日
記
か
ら
・
・
・
・　

教
会
委

員
長
に
選
ば
れ
た
こ
と
、
４
年
目
を
迎
え

る
中
、
教
区
の
大
き
な
激
震
の
中
に
い
る

今
を
思
う
。

　

週
に
一
度
、
月
に
４
回
あ
る
い
は
５
回

の
主
日
の
ミ
サ
、
各
種
会
議
、
奉
仕
等
を

通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
恵
み
を
頂
き
感
謝

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
委
員
長
に
選
ば

れ
た
こ
と
で
、
私
個
人
の
世
界
が
広
が
っ

会長
の

つぶやき 

傲
慢
と
謙
遜

た
こ
と
、
視
野
が
広
が
る
の
と
同
時
に
多

く
の
人
と
の
交
わ
り
や
、
各
種
の
学
び
の

機
会
を
通
し
て
視
点
が
自
分
本
位
で
な
く

な
っ
た
こ
と
。
そ
れ
は
神
の
目
に
近
づ
く

よ
う
神
が
与
え
て
下
さ
っ
た
恵
み
と
導
き

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

些
細
な
出
来
事
や
、
思
い
、
聞
い
た
こ
と
、

見
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
を
日
々
書
き
留

め
る
中
で
、
あ
る
月
刊
誌
の
な
か
の
言
葉

が
響
い
た
。

　

It w
as p

rid
e th

at ch
an

g
ed

 an
g
els 

in
to d

ev
ils it is h

u
m

ility
 th

at m
ak

es 

m
en

 as an
g
el.　

　

天
使
を
悪
魔
に
変
え
た
の
は
高
慢
さ
で

あ
っ
た
。
人
を
天
使
に
す
る
の
は
謙
虚
さ

で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
み
こ
と
ば
を
学
び
、
説
き
、

教
え
、
福
音
に
生
き
た
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ

の
言
葉
で
あ
る
。

　

主
は
、
へ
り
く
だ
り
の
道
を
歩
ま
れ
た
。

仕
え
ら
れ
る
た
め
で
は
な
く
、
仕
え
る
た

め
に
天
よ
り
降
り
て
来
ら
れ
た
。

　

『
わ
た
し
に
従
い
な
さ
い
』
と
言
う
、
主

の
道
へ
の
呼
び
か
け
に
、
謙
虚
に
応
え
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

家
庭
で
、
学
校
で
、
職
場
で
、
教
会
で
、

各
種
の
集
い
の
中
で
。
み
な
さ
ん
お
願
い

し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し

ょ
う
。

　

コ
ル
カ
タ
の
聖
女
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の

祈
り
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

・
今
日
一
日
、
わ
た
し
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ー
メ
ン
。

　
　

大
名
町
教
会
信
徒
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

濱
崎 

公
夫

年『日本カトリック平和旬間』賛同企画

8月12日（月）
～山の日振替休日～

お問合せ： － （青木）
主催：福岡地区信徒使徒職協議会

第一部 講演会 「世界遺産にみる信教の自由と平和」
13：00～15：00 講師：髙見 三明 大司教（長崎大司教区）

カテドラル大名町教会
２階大聖堂

第二部 平和祈願ミサ 司式：髙見 三明 大司教
15：30～16：30

今年も日本カトリック平和旬間の趣旨に賛同して「平和を祈る集い」を開催致します。
昨年、「長崎と天草地方潜伏キリシタン関連遺産」が世界文化遺産として登録されま

した。日本ではキリスト教関連としては初めてのことです。
今回は世界文化遺産の意味するもの、すなわち「引き継がれた信仰」を今日的な視点

で考えて行きます。具体的には信教の自由、揺るぎない平和、永遠に価値のあるもの、
いのちの大切さ、などを黙想したいと思います。
講師には髙見大司教様をお招き致します。ご一緒に長崎からの声を聞きましょう。
多くのご参加をお待ち申し上げます。
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